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平
成
30
年
度

主
要
な
施
策
の
成
果
を
紹
介

１ �

健
や
か
に

 

暮
ら
せ
る
ま
ち

若
年
層
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
検
診
費
用
助
成
事
業

	

２
１
万
円

若
年
層
の
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
を
対
象
に
、
健
康
に
対
す
る

意
識
の
高
揚
を
図
り
、
生
活
習
慣

病
の
発
症
や
疾
病
の
重
症
化
を
早

期
に
予
防
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的

に
検
診
を
実
施
。
そ
の
費
用
を
助

成
し
ま
し
た
。

こ
ど
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
費
用
助
成
事
業

	

１
４
7
万
円

生
後
６
か
月
児
か
ら
未
就
学
児

ま
で
を
対
象
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
。�

発
症
予
防
や
重
症
化
予
防
を
図
り

ま
し
た
。

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
事
業

	

１
１
3
万
円

出
産
の
お
祝
い
と
子
育
て
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
た
め
、育
児
用
品（
オ

ム
ツ
や
ミ
ル
ク
な
ど
）を
購
入
す

る
際
に
利
用
で
き
る

「
子
育
て
応
援
利
用

券
」（
１
枚
５
０
０
円

で
10
枚
綴
り
）を
交

付
し
ま
し
た
。

黒
石
市
特
定
不
妊
治
療
費
助
成 

事
業	

６
９
万
円

少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、

保
険
適
用
外
で
高
額
な
医
療
費
の

か
か
る
特
定
不
妊
治
療
費
の
一
部

を
助
成
。
対
象
者
の
経
済
的
負
担

の
軽
減
を
図
り
ま
し
た
。

２ �

活
力
に

 

あ
ふ
れ
る
ま
ち

黒
石
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本

計
画
策
定
事
業	

５
５
２
万
円

市
民
の
交
流
の
場
と
な
る
中
心

商
店
街
の
再
生
と
創
造
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
た
め
、

黒
石
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本

計
画
の
作
成
に
着
手
し
ま
し
た
。

（
平
成
31
年
３
月
18
日
内
閣
総
理

大
臣
認
定
）

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
戦
略
推
進
事
業

	

２
７
９
万
円

黒
石
Ｉ
Ｃ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
ク

ロ
ッ
シ
ン
グ
（
東
北
自
動
車
道
黒

石
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
津
軽
地

域
の
物
流
拠
点
と
し
て
活
用
し
、

物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
を
図

る
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
戦
略
の
エ
リ

ア
）
推
進
の
た
め
、
現
状
を
調
査

分
析
・
事
業
Ｐ
Ｒ
・
企
業
誘
致
活

動
を
実
施
し
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
導
入
事
業

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ・物
販・農
業
）

	

９
８
5
万
円

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
メ

デ
ィ
ア
を
通
じ
た
市
の
Ｐ
Ｒ
や
、

黒
石
産
品
の
開
発
・
宣
伝
・
販
路

拡
大
、
農
業
技
術
の
習
得
お
よ
び

地
域
農
業
の
担
い
手
育
成
等
に
携

わ
り
、
地
域
協
力
活
動
を
行
っ
て

も
ら
う
人
材
を
市
外
か
ら
募
集

し
、
受
け
入
れ
ま
し
た
。

黒
石
産
「
ム
ツ
ニ
シ
キ
」
パ
ブ
リ

シ
テ
ィ
戦
略
事
業	

８
５
万
円

黒
石
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
と
高
付

市
は
、「
第
５
次
黒
石
市
総
合
計
画
」
基
本
構
想
に
あ
る
「
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
」
に
そ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
号
で
は
、
平
成
30
年
度
に
実
施
し
た
主
要
な
施
策
の
成
果
（
抜
粋
）
を
紹
介
し
ま
す
。

加
価
値
化
に
よ
る
農
業
所
得
の
向

上
を
目
指
し
、
平
成
27
年
度
か
ら

取
り
組
ん
で
い
る
旧
県
奨
励
品
種

「
ム
ツ
ニ
シ
キ
」
の
栽
培
面
積
拡
大

な
ど
を
図
り
、
平
成
30
年
11
月
１

日「
す
し
の
日
」�

に
復
活
デ
ビ
ュ�

ー
し
ま
し
た
。

３ �

心

豊

か

な

人

を

 

育

て

る

ま

ち

小
学
校
建
設
事
業

	

７
億
４
６
７
８
万
円

新
設
黒
石
小
学
校
や
給
食
施
設

の
新
築
工
事
を
実
施（
工
期：平
成

30
年
度
〜
令
和
元
年
度
）。ま
た
、

黒
石
東
小
学
校
の
増
築
実
施
設
計

を
行
い
ま
し
た
。

算
数
・
数
学
「
Ｕ
Ｐ
る
」
事
業

	

７
８
８
万
円

各
小
・
中
学
校
に
算
数
・
数
学

の
指
導
員
を
配
置
し
、
学
級
担
任

や
教
科
担
任
と
連
携
し
な
が
ら
指

導
を
行
い
、
児
童
生
徒
の
学
習
意

欲
の
向
上
と
学
力
の
定
着
を
図
り

ま
し
た
。

４ �

安

全

で

 

快

適

な

ま

ち

土
木
資
材
支
給
事
業

	

７
６
万
円

市
と
市
民
と
の
協
働
に
よ
り
生

活
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
６
地

区
協
議
会
に
対
し
土
木
資
材
を
支

給
。
４
地
区
協
議
会
に
対
し
機
械

等
借
上
料
を
支
給
し
ま
し
た
。

５ �

自
然
と

 

調
和
す
る
ま
ち

ご
み
減
量
化
事
業

	

４
３
６
９
万
円

ご
み
の
減
量
化
や
資
源
化
促
進

の
た
め
、
雑
紙
回
収
袋
の
毎
戸
配

布
、
資
源
ご
み

収
集
拠
点
施
設

の
大
型
化
・
増

設
を
実
施
。
ま

た
、
県
環
境
政

策
課
と
周
知
活

動
を
行
い
ま
し

た
。

６ �

市
民
と
行
政
が 

と
も
に
つ
く
る
ま
ち

く
ろ
い
し
ぐ
ら
し
!!
体
験
ツ
ア
ー

事
業	

５
５
万
円

本
市
へ
の
移
住
や
交
流
を
促
進

す
る
た
め
、
首
都
圏
等
在
住
で
地

方
へ
の
移
住
を
検
討
し
て
い
る
人

を
対
象
に
、
市

内
企
業
へ
の
訪

問
や
雪
国
生
活

を
体
験
し
て
も

ら
う
移
住
お
試

し
ツ
ア
ー
を
行

い
ま
し
た
。

平
成
30
年
度

主
要
な
施
策
の
成
果
を
紹
介
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介
護
保
険
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
な

ど
を
利
用
す
る
場
合
は
、
要
介
護

度
に
応
じ
て
１
か
月
当
た
り
の
利

用
限
度
額
（
区
分
支
給
限
度
基
準

額
）
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
教
育
委
員
会
は
、令
和
２
年

度
に
小・中
学
校
へ
入
学
す
る
児
童

の
保
護
者
で
、就
学
援
助
の
準
要

保
護
の
要
件
に
該
当
す
る
人
へ
、新

入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
の
入
学

前
支
給
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

保
護
者
に
は
入
学
通
知
書
に
就

学
援
助
の
申
請
書
類
を
同
封
し
て

い
ま
す
の
で
、
支
給
対
象
者
に
該

当
す
る
場
合
は
、
11
月
29
日
（
金
）

ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

10
月
１
日
か
ら
消
費
税
率
が
10

㌫
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴

い
区
分
支
給
限
度
基
準
額
も
下
表

の
と
お
り
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

保
険
証
の
取
り
扱
い

今
回
の
改
定
に
よ
る
介
護
保
険

被
保
険
者
証
の
差
し
替
え
は
行
い

ま
せ
ん
。
令
和
元
年
９
月
30
日
以

前
に
交
付
さ
れ
た
保
険
証
を
持
っ

て
い
る
人
は
、
区
分
支
給
限
度
基

準
額
を
改
定
後
に
読
み
替
え
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

※�

問
い
合
わ
せ
先
…
市
介
護
保
険

課
介
護
保
険
係
☎
52
－
２
１
１�

１
内
線
５
２
１
・
５
２
５
・
５�

２
６

◆�

支
給
対
象
者
…
▽
小
学
校
＝
令

和
２
年
１
月
１
日
付
で
就
学
援

助
の
認
定
を
受
け
た
新
入
学
児

童
の
保
護
者
▽
中
学
校
＝
令
和

２
年
１
月
１
日
現
在
、
就
学
援

助
の
認
定
を
受
け
て
い
る
小
学

校
６
年
生
児
童
の
保
護
者

◆�

支
給
日
…
令
和
２
年
１
月
30
日

◆�

支
給
金
額
…
▽
小
学
校
＝
２
万�

４
７
０
円
▽
中
学
校
＝
２
万
３�

５
５
０
円

◎�

入
学
前
支
給
を
受
け
た
後
、
令

和
元
年
度
中
に
市
外
へ
転
出
す

る
場
合
は
、
全
額
を
返
納
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

◎�
他
の
市
区
町
村
で
新
入
学
児
童

生
徒
学
用
品
費
の
支
給
を
受
け

た
人
は
、
本
市
か
ら
支
給
を
受

け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

◎�

申
請
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
で
も
、�

令
和
２
年
３
月
１
日
付
で
就
学

援
助
の
認
定
を
受
け
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
…
市
学

校
教
育
課
学
務
係
☎
52
－
２
１�

１
１
内
線
６
０
５
・
６
０
６

ご
み
の
排
出
量
を
把
握
す
る
目

安
と
し
て
、
毎
年
度
環
境
省
が
実

施
し
て
い
る
一
般
廃
棄
物
処
理
事

業
実
態
調
査
か
ら
算
出
さ
れ
る

「
１
人
１
日
当
た
り
の
ご
み
の
排
出

量
」
が
あ
り
ま
す
。

平
成
29
年
度
の
市
民
１
人
１
日

当
た
り
の
ご
み
排
出
量
は
９
５
５

㌘
で
し
た
。
こ
の
数
値
は
、
29
年

度
の
県
平
均
で
あ
る
１
０
０
２
㌘

よ
り
少
な
い
排
出
量
で
す
が
、
全

国
平
均
で
あ
る
９
２
０
㌘
よ
り
多

ご
み
の
減
量
化
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

区分支給限度
基準額が改定

介 護 保 険新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
の

入
学
前
支
給
を
実
施
し
ま
す

区　　分 区 分 支 給 限 度 基 準 額
◎（　）内は改定前の基準額

要支援１ 50,320円（ 50,030円）
要支援２ 105,310円（104,730円）
要介護１ 167,650円（166,920円）
要介護２ 197,050円（196,160円）
要介護３ 270,480円（269,310円）
要介護４ 309,380円（308,060円）
要介護５ 362,170円（360,650円）

い
排
出
量
で
す
。

各
品
目
の
排
出
量
で
は
、燃
や

せ
る
ご
み
、粗
大
ご
み
、資
源
ご
み

が
28
年
度
よ
り
増
加
し
、燃
や
せ

な
い
ご
み
の
み
減
少
し
て
い
ま
す
。

市
は
、
１
人
１
日
当
た
り
の
ご

み
排
出
量
９
０
５
㌘
を
目
標
に
、

引
き
続
き
ご
み
の
減
量
化
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
３
Ｒ
運
動
や
３

つ
の「
き
る
」の
取
り
組
み
の
推
進

な
ど
、
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

問
い
合
わ
せ
先
…
市
市
民
環
境

課
環
境
衛
生
係
☎
52
－
２
１
１�

１
内
線
１
２
４

３
Ｒ
と
は
？

・�Ｒ
ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ（
リ
デ
ュ
ー
ス
）

…
ご
み
に
な
る
も
の
を
減
ら
す

・�Ｒ
ｅ
ｕ
ｓ
ｅ（
リ
ユ
ー
ス
）…
も

の
を
繰
り
返
し
使
う

・�Ｒ
ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ（
リ
サ
イ
ク

ル
）…
資
源
と
し
て
再
び
活
用

す
る

３
つ
の「
き
る
」と
は
？

・食
材
は
使
い「
き
る
」

・料
理
は
食
べ「
き
る
」

・生
ご
み
は
水
気
を「
き
る
」

品目 平成
28年度

平成
29年度

燃やせるごみ 8,936 8,964

燃やせないごみ 1,363 1,331

粗大ごみ 319 346

資源ごみ 1,215 1,257

平成
28年度

平成
29年度

ごみ排出量 935g 955g

リサイクル率 12.7% 12.5%

１人１日当たりのごみ排出量・
リサイクル率各品目の排出量　　　（単位：㌧）
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国
民
年
金
の
任
意
加
入
で

年
金
を
増
額
で
き
ま
す

高
齢
者
世
帯
等
除
雪
サ
ー
ビ
ス

申
請
を
受
け
付
け
し
ま
す

市は、黒石都市計画防火地域および準防火地域の変
更に伴い、変更（案）の縦覧を次のとおり行います。
縦覧期間中は、市民や土地所有者など利害関係者は
意見書を提出することができます。詳しくはお問い合
わせください。
◆�縦覧期間…10月24日（木）〜11月６日（水）午前８
時15分〜午後５時
◆�縦覧場所…市都市建築課
※�問い合わせ先…市都市建築課都市計画係（境松庁舎）
☎52－2111内線571

11月５日から住民票、マイナンバーカード、印鑑証
明書に旧姓（旧氏）が併記できるようになります。
住民票等に旧姓（旧氏）の併記を希望する人は、次
のものを持参のうえ、市市民環境課へお越しください。
◆�持参物…▽旧姓から現在までつながる戸籍謄本等▽
マイナンバーカードか通知カード
◎�通知カードの場合は、免許証などの本人確認書類も
必要です。
※�問い合わせ先…市市民環境課戸籍住民係☎52－
2111内線116・117

10月は市民税・県民税第３期と国民健康保険税第
４期の納付月です。納期限は10月31日（木）ですの
で、忘れずに納付してください。
納期内に納付できないときは、督促手数料や延滞
金が加算される場合もありますのでご注意を。
口座振替を申し込みの人は10月31日（木）に振替
となりますので残高確認をお願いします。振替後の
通知はしませんので通帳等でご確認ください。
※�問い合わせ先…市収納課納税管理係☎52－2111
内線143

黒 石 都 市 計 画 変 更（案）
縦 覧 を 行 い ま す

住 民 票 等 に 旧 姓（旧 氏）が
併 記 で き る よ う に な り ま す

国
民
年
金
に
は
、
60
歳
ま
で
に

受
給
資
格
を
満
た
し
て
い
な
い
人

や
満
額
受
給
で
き
な
い
人
を
対
象

と
し
た
任
意
加
入
制
度
が
あ
り
ま

す
。
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で

の
５
年
間
（
納
付
月
数
４
８
０
月

ま
で
）、国
民
年
金
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
で
老
齢
基
礎
年
金
を
増
や

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
に
は

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た

め
に
は
、
保
険
料
の
納
付
期
間

（
免
除
期
間
等
含
む
）が
10
年
以
上

（
１
２
０
月
）必
要
で
す
。
65
歳
ま

で
に
年
金
受
給
資
格
を
満
た
さ
な

い
場
合
は
、
70
歳
に
な
る
ま
で
任

意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

満
額
受
給
に
は

20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の

40
年
間（
４
８
０
月
）保
険
料
を
納

め
な
け
れ
ば
、
満
額
の
年
金
を
受

給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら
れ

な
か
っ
た
期
間
や
国
民
年
金
に
加

入
し
て
い
な
か
っ
た
期
間
が
あ
る

場
合
は
、
そ
の
期
間
に
応
じ
て
年

金
額
が
少
な
く
支
給
さ
れ
ま
す
。

海
外
で
も
任
意
加
入
可
能

日
本
国
籍
の
人
が
海
外
に
居
住

す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き
は
、
国

民
年
金
の
強
制
加
入
被
保
険
者
で

な
く
な
り
ま
す
が
、
国
民
年
金
に

任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

受
給
要
件
を
満
た
し
た
場
合
は
、

納
付
期
間
に
応
じ
た
老
齢
基
礎
年

金
を
受
給
で
き
ま
す
。

※�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…

市
国
保
年
金
課
国
民
年
金
係
☎

52
－
２
１
１
１
内
線
１
２
０
・�

１
２
２

市
は
、
自
力
で
除
雪
が
困
難
な

高
齢
者
世
帯
等
を
対
象
に
、「
高
齢

者
世
帯
等
除
雪
サ
ー
ビ
ス
事
業
」

の
申
請
を
受
け
付
け
し
ま
す
。

◆�

対
象
者
…
70
歳
以
上
の
高
齢
者

世
帯
等
（
貸
家
や
ア
パ
ー
ト
等

へ
の
居
住
世
帯
は
対
象
外
）

◆�

内
容
…
玄
関
か
ら
公
道
ま
で
の

幅
１
㍍
程
度
の
除
雪
（
車
の
出

入
り
口
の
除
雪
は
対
象
外
）

◆�

利
用
料
（
１
回
）
…
▽
市
民
税

非
課
税
世
帯
＝
１
２
０
円
▽
市

民
税
課
税
世
帯
＝
２
５
０
円

◆�

申
請
方
法
…
申
請
者
の
印
鑑
を

持
参
し
、
窓
口
で
申
請
書
に
記

入
（
代
理
申
請
も
可
）

◆�

受
付
期
間
…
10
月
21
日
（
月
）

〜
25
日
（
金
）（
受
付
期
間
後
で

も
申
し
込
み
状
況
等
に
よ
り
、

利
用
で
き
る
場
合
あ
り
）

※�

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
…
市
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
高
齢
者

福
祉
係
☎
52
－
２
１
１
１
内
線

５
２
８

黒 石 都 市 計 画 変 更（案）
縦 覧 を 行 い ま す

市税の納付をお忘れなく
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市は、飼い犬の登録と狂犬病ワクチンの
予防注射を下記の日程で行います。
生後90日を経過した犬を飼う場合には、
生涯１回の登録と毎年１回の狂犬病予防注
射の実施が義務づけられています。
今年度最後の予防注射ですので、未接種
の犬の飼い主は、忘れずにお越しください。
◆�日時…10月26日（土）・27日（日）午前９
〜11時
◆�会場…市役所車庫前
◆�登録手数料…3,000円（生涯１回の登録）
◆予防注射料…3,100円（年１回）
※�問い合わせ先…市市民環境課環境衛生係
☎52－2111内線123・124

愛 犬 の 登 録 と
狂犬病予防注射

黒
石
り
ん
ご
ま
つ
り
実
行
委
員

会
は
、
11
月
16
日
（
土
）・
17
日

（
日
）
の
両
日
、
ス
ポ
カ
ル
イ
ン
黒

石
で
「
第
29
回
黒
石
り
ん
ご
ま
つ

り
」
を
開
催
し
ま
す
。

10
月
21
日（
月
）か
ら
27
日（
日
）

ま
で
の
一
週
間
、『
ひ
と
つ
ず
つ
い

い
ね
！
で
確
認
火
の
用
心
』を
統

一
標
語
に「
秋
の
火
災
予
防
運
動
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

日
増
し
に
寒
く
な
る
こ
の
季
節
、�

暖
房
機
器
な
ど
火
を
取
り
扱
う
機

会
が
多
く
な
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た

油
断
や
不
注
意
か
ら
火
災
に
つ
な

が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

尊
い
命
や
貴
重
な
財
産
を
失
う

こ
と
が
な
い
よ
う
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
や
消
火
器
を
設
置
す
る
な

ど
、
自
分
の
家
は
自
分
で
守
る
よ

う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

中
南
地
域
県
民
局
県
税
部
で

は
、令
和
２
年
に
使
用
す
る
農
業
用

軽
油
引
取
税
免
税
証
の
交
付
申
請

を
、
次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

農
業
用
の
機
械
等
に
使
用
す
る

軽
油
は
、
免
税
証
の
交
付
な
ど
の

手
続
き
を
す
る
と
、
軽
油
引
取
税

が
免
税
に
な
り
ま
す
。

申
請
書
等
の
用
紙
は
、
同
局
県

税
部
や
農
業
協
同
組
合
各
支
店
に

用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
受
付
期

間
を
守
り
、
必
要
書
類
を
添
え
て

メ
イ
ン
会
場
と
な
る
ア
リ
ー
ナ

で
は
、
収
穫
感
謝
祭
や
ふ
る
さ
と

産
業
展
、
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー
な

ど
の
他
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。

屋
外
で
開
催
さ
れ
る
り
ん
ご
市

で
は
、
り
ん
ご
や
野
菜
な
ど
の
販

売
の
他
、
ご
当
地
グ
ル
メ
の
屋
台

も
出
店
さ
れ
ま
す
。

姉
妹
都
市
岩
手
県
宮
古
市
の
協

賛
企
画
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

※�

問
い
合
わ
せ
先
…
同
実
行
委
員

会
事
務
局
（
市
観
光
課
内
）
☎

52
－
２
１
１
１
内
線
６
４
７

消
防
訓
練
を
実
施

10
月
21
日
（
月
）
に
は
、
午
前

10
時
40
分
か
ら
黒
石
市
役
所
を
会

場
に
消
防
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

敷
地
内
を
緊
急
車
両
が
サ
イ
レ

ン
を
鳴
ら
し
て
走
行
し
ま
す
の
で
、�

実
際
の
災
害
と
間
違
え
な
い
よ
う

ご
注
意
を
。
ま
た
、
敷
地
内
の
一

部
を
交
通
規
制
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

問
い
合
わ
せ
先
…
弘
前
地
区
消

防
事
務
組
合
消
防
本
部
予
防
課

☎
32
－
５
１
０
４
、
黒
石
消
防

署
☎
53
－
１
０
０
０
、
山
形
分

署
☎
54
－
８
３
３
０

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
免
税
軽
油
の
対
象
機
械

や
必
要
書
類
な
ど
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆�

受
付
期
間
…
11
月
５
日
（
火
）

〜
29
日
（
金
）

◆�

受
付
場
所
…
弘
前
合
同
庁
舎
本

館
２
階
同
局
県
税
部
（
弘
前
市

蔵
主
町
４
）

※�

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
…
同
局

県
税
部
☎
32
－
１
１
３
１
内
線

２
２
８
・
３
７
８

黒石りんごまつり
11月16・17日に開催

農
業
用
軽
油
引
取
税

免
税
証
の
交
付
申
請
を

秋
の
火
災
予
防
運
動

が

実

施

さ

れ

ま

す

秋
の
火
災
予
防
運
動

が

実

施

さ

れ

ま

す
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食
、
ロ
コ
モ
度
テ
ス
ト
、
肺
年

齢
測
定
、
手
洗
い
指
導
）
▽
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
▽
園
児
絵
画

展
示
▽
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
▽
軽

食
販
売
︱
な
ど

※�

同
黒
石
病
院
事
務
局
企
画
経
営

係
☎
52
－
２
１
２
１

松
の
湯
カ
ル
チ
ャ
ー

10
月
の
松
の
湯
カ
ル
チ
ャ
ー
は

次
の
と
お
り
で
す
。

申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、�

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

relax and healing

ヨ
ガ
体
験

時�

10
月
25
日
（
金
）
午
後
６
時
30

分
〜
７
時
30
分

定�

20
人

￥�

１
０
０
０
円

他�

▽
講
師
＝
前
田
典
子
氏
▽
持
参

物
＝
ヨ
ガ
マ
ッ
ト（
貸
し
出
し

有
）、飲
み
物
、汗
ふ
き
タ
オ
ル

※
同
交
流
館
☎
55
－
６
７
８
２

信
用
生
協
弘
前
事
務
所
開
設

県
内
市
町
村
と
連
携
し
、
生
活

再
建
相
談
事
業
を
行
っ
て
い
る
消

費
者
信
用
生
活
協
同
組
合
（
信
用

生
協
）
は
、
弘
前
事
務
所
を
次
の

と
お
り
開
設
し
ま
し
た
。

個
人
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時�

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場�

弘
前
市
大
字
城
東
４
－
５
－
１

ナ
ラ
オ
カ
ビ
ル
２
０
５

内�

借
金
・
生
活
資
金
・
家
計
・
税

金
等
公
共
料
金
の
滞
納
問
題
、

そ
の
他
暮
ら
し
に
関
す
る
悩
み

事
の
相
談
︱
な
ど
（
生
活
再
建

の
た
め
の
貸
付
制
度
有
り
）

￥�

無
料

申�

事
前
予
約

※�

信
用
生
協
弘
前
事
務
所
☎
55
－

７
７
９
５
、
Ｆ
55
－
７
７
９
６

ひ
ろ
み
ち
お
兄
さ
ん
の

「
親
子
体
操
普
及
員
養
成
講
座
」

県
医
師
会
健
や
か
力
推
進
セ
ン

タ
ー
は
、「
親
子
体
操
普
及
員
養

成
講
座
」
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

時�

11
月
30
日
（
土
）
午
前
９
時
20

分
〜
午
後
４
時
30
分
、
12
月
１

日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
午

後
３
時

場�

ア
ピ
オ
青
森
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

他
（
青
森
市
中
央
３
－
17
－
１
）

対�

親
子
体
操
の
普
及
に
意
欲
の
あ

る
人

定�

30
人

￥�

５
０
０
０
円

内�

健
康
教
養
に
関
連
づ
け
て
親
子

体
操
を
習
得（
講
義
、実
習
含
む
）

申�

11
月
11
日（
月
）ま
で
に
必
要
事

項（
氏
名
、
年
齢
、
勤
務
先
名
、

住
所
、
電
話
番
号
）を
記
入
し
、

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
か
Ｅ
メ
ー
ル
で

同
セ
ン
タ
ー
へ

他�

講
師
＝
佐
藤
弘
道
氏
（
元
Ｎ
Ｈ

Ｋ
体
操
の
お
兄
さ
ん
）
他

※�

同
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
７
－
７
６�

３
－
５
５
９
０
、
Ｆ
０
１
７
－

７
６
３
－
５
５
９
１
、aom

ed-�
sukoyaka@

circus.ocn.ne.jp

自

衛

官

防
衛
省
は
、「
自
衛
官
」
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※�

自
衛
隊
青
森
地
方
協
力
本
部
弘

前
地
域
事
務
所
☎
27－３
８
７
１

黒
病
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

市
国
民
健
康
保
険
黒
石
病
院
は
、�

「
黒
石
病
院
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

時�

10
月
26
日
（
土
）
午
前
11
時
30

分
〜
午
後
２
時

場�

同
黒
石
病
院
１
階
待
合
ホ
ー
ル

内�
▽
医
療
体
験
（
調
剤
体
験
、
Ｘ

線
写
真
展
示
、
減
塩
食
品
の
試

種目 高等工科学校生徒
推薦 一般

資格 男子で中卒（見込み含む）
17歳未満

試験日
令和２年１月
５日（日）か６日
（月）のいずれ
か1日

令和２年１月
18日（土）

受付
期間

11月1日（金）
～29日（金）

11月1日（金）
～令和２年１
月６日（月）

遭難事故・ツキノワグマに注意！
きのこ採りのシーズンを迎えています。きのこよ

りも大切な命、入山する際は次のことに気をつけて
きのこ採りを楽しみましょう。
◆遭難事故に注意！◆

▽一人での入山を避ける▽家族等に行動予定（行
き先や帰宅予定時間、駐車予定場所）を伝える▽携
帯電話や水、チョコレート、あめ玉などを携帯する
▽目立つ服装と防寒対策を万全にする▽腐った卵の
ようなにおい（火山性ガス）がしたらその場を離れ
る▽明るいうちに下山する
万が一迷ったら…

歩き回らず助けを待ってください。特に、日没後
の行動は危険です。ヘリコプターの音が聞こえたら
広い場所でタオルなどを振り合図をしてください。
◆ツキノワグマに注意！◆

県は、11月30日までツキノワグマ警報を発令し
ています。９月の県内におけるツキノワグマ出没件
数は過去５年間の平均値の２倍以上になっています。 
　クマの被害に遭わないためには、出没情報を確認
し、入山の際はなるべく複数で音を出しながら歩く
など防止対策をしてください。詳しくは、県ホーム
ページ（http://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/ 
kankyo/shizen/kuma_cyuui.html）で「ツキノ
ワグマ出没対応マニュアル」をごらんください。
※市農林課農地林務係 
　☎52－2111内線657

11月の休日当番医
３日日田 村 眼 科 ☎53‐1256
４日月兼 平 医 院 ☎52‐3305
10日日 佐々木内科小児科医院 ☎53‐5125
17日日 レディス・みかみクリニック ☎52‐8618
23日土 たかはし内科循環器科クリニック ☎59‐2200
24日日 工藤さとる整形外科クリニック ☎59‐0345
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10月１日、盛いそさん（袋）がめでたく100歳の誕生日
を迎え、黒石特別養護老人ホームで百歳顕彰が行われまし
た。

この日、髙樋市長が盛さんへ顕彰状と記念品を手渡し、
長寿を祝福。施設職員からは花束やケーキが送られ、盛さ
んはうれしそうに受け取っていました。

盛さんは、「100歳を迎えることができてうれしいです。
皆さんに大事にされて長生きすることができました」と笑
顔で話しました。

９月27日、躰道道場である広正舘の工藤晃大道場長と、
同道場に通う子供たちが市長室を訪れ、８月に行われた「第
47回東北地区躰道優勝大会」と「第41回全国少年少女躰道
優勝大会」での入賞を髙樋市長に報告しました。

東北大会では、小学生低学年男子法形競技で鳴海匠真く
んが第３位、小学生低学年女子法形競技で堀川るりあさん
が準優勝、齋藤葵子さんが第４位、男子個人実戦競技で工
藤道場長が準優勝。全国大会では、少年団体実戦競技で堀
川勇大くんが第４位に輝きました。

10月２日、黒石地区防犯協会と県警察黒石警察署（三上
民哉署長）がりんご盗難防止総決起大会と合同パトロール
出動式を行いました。

今年で10回目を迎える総決起会には約60人が参加し、パ
トカーなど28台で管内４市町村の園地をパトロール。

パトロールでは、髙樋市長と三上署長が盗難防止を呼び
かけるチラシを配布。チラシを受け取った村上清密さんは、

「野積みをなくすなど、りんごの盗難防止をしっかりと心掛
けたい」と決意を述べていました。

９月30日、中弘南遊技業防犯協力会の上谷眞一会長らが
市長室を訪れ、黒石地区防犯協会（会長：髙樋市長）へ社
会貢献物品として防犯カメラが、同地区少年警察ボランテ
ィア連絡会（成田秀範会長）へ社会貢献金が贈呈されまし
た（写真左）。

その後、同地区防犯協会が贈呈された防犯カメラを津軽
みらい農業協同組合と大鰐町役場農林課へ貸与（写真右）。

同協力会は、地域の「安全・安心まちづくり」のため、
平成14年からこの活動を継続しています。

盛 い そ さ ん の 100 歳 を お 祝 い

躰 道 の 全 国・東 北 大 会 入 賞 を 報 告

盗難からりんごを守るパトロール始まる

地域の「安全・安心まちづくり」に貢献

■10月２日、市が主催する「令和元年度金婚顕彰
式」が津軽伝承工芸館で行われ、結婚50年を迎
えた24組の夫婦へ顕彰状が送られました。
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つ
け
、
両
国
関
係
者
の
誘
客
に
向

け
た
取
り
組
み
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

私
は
、
県
庁
の
法は
っ
ぴ被
を
纏ま

と
い
、

八
甲
田
を
始
め
と
す
る
ス
ノ
ー
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
本
市
の
温
泉
郷

を
紹
介
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
し
た
。

各
講
演
者
は
、
お
互
い
の
国
を

対
象
に
ど
の
よ
う
に
誘
客
に
取
り

組
ん
で
い
る
か
に
つ
い
て
講
演
し

ま
し
た
。私
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
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を
聞
い
て
く
れ
て
い
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出
席
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か
ら
は
、
本
県
を
訪
問
予
定
で
あ

る
知
人
に
紹
介
し
た
い
と
言
っ
て

く
れ
た
り
、
本
市
の
伝
統
的
な
街

並
み
に
興
味
を
持
っ
た
と
話
し
て

く
れ
た
り
し
ま
し
た
。

９
月
６
日
（
金
）、
西
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
州
パ
ー
ス
で
日
豪
観
光
交

流
促
進
協
議
が
開
催
さ
れ
、
青
森

県
庁
の
活
動
支
援
と
し
て
出
席

し
、
県
内
の
観
光
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

同
協
議
は
、
９
月
か
ら
成
田
と

パ
ー
ス
間
の
直
行
便
が
就
航
し
た

こ
と
を
受
け
て
開
催
さ
れ
た
も
の

で
す
。
観
光
庁
の
田
端
浩
長
官
が

率
い
る
日
本
政
府
機
関
の
職
員
や
、�

オ
ー
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ト
ラ
リ
ア
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邦
外
務
貿
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省
の
ジ
ュ
リ
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ン
・
メ
リ
ー
マ
ン

次
官
補
が
率
い
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
政
府
機
関
の
職
員
、
両
国
の
旅

行
会
社
や
航
空
会
社
な
ど
の
代
表

者
ら
が
本
協
議
に
出
席
し
ま
し

た
。
ま
た
、
駐
日
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
大
使
館
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
コ
ー

ト
大
使
も
日
本
か
ら
会
場
に
駆
け

厚生労働省が平成29年度から
開始したグッドスキルマーク事
業。この事業では、一級技能技
師等が優れた技能を駆使して製
作した付加価値の高い製品を認
定しています。
県内でこの認定を受けた製品

を取り扱う１級技能士は２人の
み。そのうちの１人が、本市で
手振り鉦

がね

を製作している小野隆
司さんです。黒石ねぷた祭りに
欠かすことのできない手振り鉦
を、15年ほど前から製作してき
た小野さん。はじめはほとんど
が市内からの問い合わせでした

が、最近では青森市や弘前市な
ど県内のみならず、関東地方か
らも問い合わせを受けることが
多くなり、小野さんの作る手振
り鉦が広く知られるようになっ
てきたそうです。
グッドスキルマークの認定を
受けて、小野さんは「認定を受
けることができてとてもうれし
い。自分で作った鉦を使い、登
山囃

ば や し

子の大会で優勝したという
報告も受けている。これからも
よいものを提供し、ねぷたやね
ぶたの盛り上げに一役買いた
い」と話していました。

オ

ーストラリ

ア

すぐるの

「ねぷたの盛り上げに
	 一役買いたい」
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